
(5)日 1空

①該当状況

●基本チェックリス トに基づく口腔に関する評価結果をみると、認定者を除く全体の該当者割合は216%
(男性216%、 女性217%)と なつており、年齢が上がるほどその割合は高 くなつているものの、栄養と

同様、男女差は比較的小さな項目となっている。

●二次予防対象者 と認定者の該当者割合を比較すると、二次予防対象者589%に 対 し、要支援認定者

509%、 要介護認定者523%と 、二次予防対象者が最も高 くなっている。

●二次予防対象者全体に占める口腔の該当者は、運動に次いで多く、介護予防事業では通所型の事業が中心に

なると考えられる。

図表 該当者割合 (性・認定状況・年齢階級別 )

(%) 性・年齢階級別

80

―
女性(n=13.866)

―
男性(n=lo,883)

137

12

65-69歳  7074歳  7579歳  8084歳  85歳以上

認定状況・年齢階級

―●―要介護(n・ 2,299)

― 要支援(n・ 2,082)

―
予防(n=9169)

65-69歳  70-74歳  75-79歳  80-84歳 85歳以上

※認定者を除く。

②回答状況

●評価の基礎になった設間に対する回答結果を認定者 と比較 してみると、各設間における認定者の該当率

は494%～ 657%、 非認定者の非該当率は628%～ 788%と 、高齢者の生活機能の レベルを示す指標とし

て有効なことが うかがえる。

●関連する設間についてみると、間 4-3は 、内容的に問 4-4と 重なることもあり、ほば同様な結果と

なっているが、間 4-フ ～ 9については、認定者と非認定者で顕著な差はみ られない。

図表 回答結果 単位 :%

ど,,F留譲定月野(■■24「749)== 轟静認定]岳旨(h14i381)11‐ 11

蹂
間4-4半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

(はい)

372
206 1     64_8

657
632 1     681

(628)

間4-5お茶や汁物等でむせることがありますか (はい)

212
75 1     44.3

494 (788)

455 1     53_0

間4-6日 の渇きが気になりますか (はい)

253
8.7 1     529

496 (747)

503      489
<関連設間>

間4-3固いものが食べにくいですか (はい)

454 745
702      784

(546)

317 1     68_5

間4-7歯磨きを毎日していますか (いいえ)

102
89 1     122

213 (898)

122 .     297

間4-8定期的に歯科検診を受けていますか (い いえ)

745 (255)

716 1     795 844 1     876

間4-9定期的に歯石除去や歯面掃除をしてもらつていますか

(いいえ)

781 886 (219)

749 1     835 874 1     897
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(6)認知

①該当状況

●基本チェックリス トにおける認知症予防の該当状況をみると、認定者を除く全体で3990/0(男性

413%、 女性387%)と なっており、やはり年齢が上がるほど該当者害1合が高くなっているものの、男女

差は比較的小さくなつている。

●認定状況別にみると、要支援認定者と二次予防対象者で該当者割合にあまり差がないことが特徴的に

なっている。

図表 該当者割合 (性 8年齢階級別、認定状況 '年齢階級別 )

(%) 性・年齢階級別

100

80

60

40

20

0

65-69歳  70-74歳  75-79歳  80-84歳  85歳以上

|

―
女性(n=13,8661

-男
性(n=lo,883)

‐――――――
■70~~~~¨

‐~・

549

∞ |

414

(%) 認定状況・年齢階級別

100

80

60

40

20

0

741

589

611

343

711

672

392

511

504

65-69歳  70-74歳  75-7 85歳 以上

―

「

要介護(n=2,299)

― 要支援(n=2.082)

― 予防(n=9,169)

※認定者を除く。

②回答状況

●設間に対する回答結果を認定者と比較してみると、認定者の該当率は478%～ 59.5%、 非認定者の非該

当率は738%～902%で、高齢者の生活機能のレベルを示す指標として有効なことがうかがえる。要支援

と要介護の認定者で該当率に大きな差があることが特徴的になつている。

●関連する設間である認知症の既往歴については、認定者と非認定者で既往率に大きな差が出ており、特に

要介護認定者の既往率が高くなっている。

<関連設間>

単位 :%

お蒻「認定者(|124749ド :1継|:認

=斉
轟等 針凄語

間5-1 周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがある

と言われますか (は い)

560
432      680

(781)

134 364

間5-2自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていま

すか (はい)

98~~ 6:41   
可3:6

478
687

(902)

問5-3今日がイ可月何 日かわからない時がありますか (は い)

262
184 1     392

(738)

466 1     713

間1-6これまでにかかつた病気はありますか (認知症)

0.6 16_4

43 1     27302 14

間8-2現在治療中の病気はありますか (認知症 )

0.6 132
36      220021
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③認知機能障害程度(CPS)
・設間と評価

図表 認知機能の障害程度の評価方法

●今回の調査には、認知機能の障害程度の指標として有用とされるCPS(Cognttve PerFormance Scale)に 準

じた設間が含まれている。

●設間としては調査票の間 5-4～ 6及 び問 6-6で 、内容的には要介護認定調査の主治医意見書欄にある

内容である。

●本来は観察者による評価がされることによ り客観的な指標となるが、今回は自記式の調査ではあるもの

の、下図にあるように比較的簡易に認知機能の障害程度の評価が可能であることから、調査票に盛 り込ま

れている。

●設間に対する回答内容により、 Oレベル (障害なし)か ら6レベル (最重度の障害がある)までに評価

が可能 となっている。

間5-5その日の活動 (食事をする、衣月風を選ぶなど)を 自分で判断できますか

1_困難なくできる
2 いくらか困難であるが、できる
3判 断するときに、他人からの合図や見守りが必要

4ほとんど判断できない

該当な

以下の該当項目数をカウント

間5-45分前のことが思い出せますか
2いいえ

間5-5その日の活動を自分で判断できますか

2いくらか困難であるが、できる
3判断するときに、他人からの合図や見守りが必要

間5-6人に自分の考えをうまく伝えられますか

2いくらか困難であるが、伝えられる
3あまり伝えられない

4ほ とんど伝えられない

1項 目該当
2項 目以上該当

以下の該当項目数をカウント

問5-5その日の活動を自分で判断できますか
3判断するときに、他人からの合図や見守りが必要

間5-6人に自分の考えをうまく伝えられますか

3 あまり伝えられない

4ほとんど伝えられない

該当なし 1   1項 目該当 1   2項 目該当 問6-6食事は自分で食べられますか

できる
一部介助が

あればできる 3できない

0レ ″ヾル

障害なし

1レベル

境界的
である

2し″ベル

軽度の

障害がある

3レベル

中等度の

障害がある

4し″ベル

やや重度の

障害がある

5し′′ベル

重度の

障害がある

6レベル

最重度の

障害がある

15



④リスク状況

●評価結果をみると、 1レベル以上の障害程度 と評価されるリスク者の割合は、全体で300%、 男性

309%、 女性294%で、男女ではほとんど差がない結果となつた。年齢別にみると、やはり年齢が上がる

ほどリスク者割合が高 くなっている。

●基本チェックリス トの認知症予防に関する各設間の該当項目数 ごとに、障害程度区分男1の 構成割合をみ

ると、該当項目数が多くなるほど2レ ベル、 3レベル以上が多くなつている。認知症予防の評価で 3項 目

該当する場合は、90%以上が 1レ ベル以上の認知機能の障害あり (不 明を除 くc)と いう結果となってい

る。

図表 障害程度区分別割合 (性・年齢階級別 )

性・年齢階級別

0        10       20       30       40       50       60       70       80       90       100

DO:障 害なし 01:境 界的 口2:軽 度 ●3～ :中 等度以上 口不明

男性   7579歳

言十(n=12,767)

111111,″t

女性   75-79歳

計 (n二 17,726)

紹ゝり敦(N=30,493)

図表 障害程度区分別割合 (認知症予防該当項目数別 )

認知症予防該当項目数別

30       40       50       60

該当なし(n=15,667)

1項目該当(n=7,981)

2項目該当(n=3,904)

3項目該当(nこ 1,881)

00:障 害なし ●1:境界的 口2:軽度 口3～ :中 等度以上 ●不明

※認知症予防判定が不明な者を除く。
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●認定状況別にリスク者割合をみると、要介護認定者が764%で 最も高 く、次いで要支援認定者

(511%)、 二次予防対象者 (386%)、 一般高齢者 (162%)の順となっている。認知症予防の評価結果

と同様、要支援認定者と二次予防対象者の差が比較的小さくなつている。

図表 リスク者割合 (性・年齢階級別、認定状況・年齢階級別)

(Oo,
性・年齢階級別

100

80

60

40

6569歳  7074歳  7579歳  8084歳  85歳以上

t9る リ
認定状況・年齢階級男1

|=軍禽記ず 二 重話副調「
|

事 駕 4M I-1

65-69歳  7074歳  7579

100

80

60

40

20

0

れ_……ヽ_か___き ″́″́″
1■

355      375

⑤回答状況

●設間に対する回答結果を認定状況別に比較 してみると、認定者の該当率が50%超 えている設間が2問 (間

5-5・ 6)、 非認定者の非該当率が80%を超えている設間が4間 となつている。各設間とも要介護認定者と要支

援認定者で該当率に大きな差がみ られる。

図表 回答結果 (認知機能障害 ) 単位 :%

|■
一
■

■

■
■
■
・

■ⅢII,

|,F高 ]長E者(n=24,49)| 冨忍層]i百 (n■4,38り

1謗.=.薦通.

問5-45分前のことが思い出せますか (いいえ)

102
77 1     144

352 (898)

5      479

問5-5その日の活動を自分で判断できますか
(いくらか困難であるができる～ほとんど判断できない)

122
54 1     239

611

42.5      782

(878)

間5-6人に自分の考えをうまく伝えられますか

(いくらか困難であるが伝えられる～ほとんど伝えられない)

566
427 .     694

(827)

301

問6-6食事は自分で食べられますか

(一 部介助があればできる、できない)

220
78      349

(989)

02 1      25
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(7)うつ予防

①該当状況

●基本チェックリス トにおけるうつ予防の該当状況をみると、認定者を除 く全体で256%(男性246%、

女性264%)と なつており、年齢が上がるほど該当者割合が高 くなっているものの、男女差は比較的小さ

くなつている。

●認定状況別にみると、一般高齢者141%、 二次予防対象者456%、 要支援認定者595%、 要介護認定者

537%と 、要支援認定者のほうが要介護認定者より該当者割合が高 くなつているが、これは要介護認定者

の一部無回答による不明が要支援認定者より10ポイン ト以上高いことが影響 しているものと考えられる。

●うつ予防についても、二次予防対象者と要支援認定者で該当者割合に大きな開きはみられない。

図表 該当者割合 (性・年齢階級別、認定状況・年齢階級別 )

(%) 性・年齢階級別

100

80

60

40

20

0

―
女性(n・ 13,866)

―
男性(n=lo,8831

6569歳  7074歳  75-79歳  80-84歳  85歳以上

―●―要介護(n=2,2991

-要 支援(n・ 2,082)

~予 防(n=9,169)

― e― _

594 610

6

認定状況・年齢階級別

65-69歳  70-74歳  75-79歳  8084歳 85歳以上

※認定者を除く。

②回答状況

●設間に対する回答結果をみると、認定者の該当率は438%～ 632%、 非認定者の非該当率は713%～
869%で、高齢者の生活機能の レベルと関連する指標 として有効なことがうかがえる。一般高齢者と二次

予防対象者で該当率に比較的大きな差があることが特徴的になつている。

●関連する設間として主観的健康感についてみると、認定者では「 (あ まり)健康でない」との回答が

673%(不健康群)、 非認定者で「 (と ても・まあまあ)健康である」 との回答が754%(健康群)と

なつている。

図表 回答結果 単位 :%

間8-7(ここ2週間)毎 日の生活に充実感がない (は い )

問8-8(ここ2週間)これまで楽しんでやれていたことが楽しめな

くなつた (はい)

間8-9(ここ2週間)以前は楽にできていたことが、今ではおつく

うに感じられる (はい ) 143 1     483

(732)

間8-10(ここ2週間)自 分が役に立つ人間だと思えない (はい)

202
132 1     322

間8-11(ここ2週間)わけもなく疲れたような感じがする (は い)

287
16.7 1     493 587 1     579

129 1     44.5

673
66.4 1     682

間8-1 普段、ご自分で健康だと思いますか

(あまり健康でない、健康でない)
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●基本チェックリス トで、うつ予防に関する 5項 目を除いた20項 目中、10項 目以上が該当した場合、二次

予防該当者 となる (虚弱)。

●この該当者割合をみると、認定者を除 く全体で113%(男 性97%、 女性126%)で 、年齢ととともこの

割合が高 くなつている。

●認定状況別にみると、二次予防対象者306%、 要支援認定者610%、 要介護認定者845%と なつてい

る。

図表 該当者割合(性・年齢階級別、認定状況・年齢階級別)

(8)虚弱

①該当状況

性・年齢階級別

―
女性(n・ 13.866)

―
男性(nこ lo,883)

65-69歳  7074歳  75-79歳  80-34歳  85歳 以上

※認定者を除く。

②回答状況

●20項 目の うち、他の評価項目に含まれない 5項目についてそれぞれの回答結果をみてみると、一般高齢

者、二次予防対象者、要支援認定者、要介護認定者で該当率に顕著な差がみ られる。

●認定者の該当率は66.0%～ 856%、 非認定者の非該当率は701%～ 827%で 、これ らの設間が高齢者の

生活機能 レベルを示す設間として有効なことがわかる。

図表 回答結果 単位 :%

(%) 認定状況・年齢階級別

65-69歳  70-74歳  7579歳  8084歳 85歳以上

100

80

60

40

20

0

―

「

要介護(n=2.299)

― 要支援(n=2,082)

声 摯
一

,:::

認l,言羅i(|14:181)1尊|

間6-1 バスや電車で一人で外出していますか

(「 できるけどしていない」または「できない」)

245 856
752      949

755

152 1     402

問6-2日 用品の買物をしていますか
(「 できるけどしていない」または「できない」)

180 779 820

104 1     309 625 1     916

問6-5預貯金の出し入れをしていますか

(「 できるけどしていない」または「できない」)

221

170 1     307

702
495 1

一
〇

一
８

779

間7-5友人の家を訪ねていますか (いいえ)

299

22.1       433

799
692 1     896

間フー6家族や友人の相談にのつていますか (いいえ)

66_0

110      280 511 1     794
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③基本チェックリスト得点

●この基本チエックリス ト20項 目について、それぞれ該当しない回答をした場合を 1点 として、その合計

得点の平均を求めたのが下の図表となっている。男女とも年齢が上がるほど平均得点が下がつているが、

女性のほうがその低下幅が大きくなっている。

●認定状況別にみると、最も高いのが一般高齢者で、次いで二次予防対象者、要支援認定者、要介護認定

者の順で、それぞれの生活機能のレベルを反映した結果となつている。

●20項 目すべてに回答のあつた者のこの得点の相対度数分布をみると、要介護認定者で 4点 、要支援認定

者 9点 、二次予防対象者14点 、―般高齢者19点 がそれぞれ分布のビークになつている。

図表 基本チエックリスト平均得点

性・年齢階級別

― 女性(n二 17,726)

―
男性(n=12767)

65-6effi 70-74ffi, 75-7sffi, 80-84ffi 8sffiD,lJ

~「
要介護(n=2.299)

―
要支援(n=2,082)

―●―予防(n=9,169)

認定状況・年齢階級別

6569歳  70-74歳  75-79歳  80-84歳 85歳以上

図表 基本チェックリスト得点の相対度数分布 ・

14   15   16   17   18   19   20

―●―要介護(n=1,271)

―
要支援(n・ 1,241)

― 予防(nE5,907)
十 一

128八 123
112     108
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(9)二 次予防対象者

①該当状況

住宅の所有関係別

65-69歳  70-74歳  75-79歳  8084歳  85歳以上

―◆―持家(n=22,184)

―■― 借 家 (n=1389)

●二次予防対象者については、運動、日腔など、複数の評価項目で重複 して該当している場合があるた

め、こうした重複を除いて該当者害1合 を求めたのが下の図表となっている。

●該当者害1合は、認定者を除く全体で370%(男 性322%、 女性409%)で、女性のほうが高くまた年齢

が上がるほどその差が開 く傾向がみ られる。

●所得段階別では第 5段階以上で、住宅の所有関係別では持家で、世帯構成別では夫婦二人暮 らしで、そ

れぞれ該当者割合が低 くなっており、こうした属性をもつ高齢者では比較的生活機能が高い高齢者が多い

ことがうかがえる。

●逆に所得段階が第 4段階以下、借家、配偶者以外と二人暮 らしといつた高齢者では生活機能の低下 して

いる高齢者が多いことが うかがえる。

該当者割合 (性別、所得段階別、世帯構成別、住宅の所有関係別 )

(%) 性 別

100

80

60

40

20

0

―
女性 (n・ 13,866)

―
男性(n=lo,883)

65-69歳  70-74歳  75-79歳  80-84歳  85歳以上

※認定者を除く。

(%) 所得段階別

100

80

60

40

-1～ 3段階(n=7.127)

-4段 階(n・ 7.987)

―

65-69毒
=  70-74痣

笠  75-79揚能  80-34慮モ  85涛
=ル

ス」L

世帯構成別

67
66

580

6569歳  70-74歳  75-79歳  8084歳  85歳以上

―
一人暮らし(n=3,347)

― 夫婦二人(n=7.342)

-0-他 二人(n=1,846)
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2日 常生活

(1)手 段的自立度(IADL)
①評価結果

●本調査では、高齢者の比較的高次の生活機能を評価することができる老研式活動能力指標に準 じた設間

が設けられている (問 6-1～ 5、 間7-1～ 6・ 8・ 9)。

●このうち、手段的自立度 (IADL)に ついては、各設間に「できるし、 している」または「できるけ

どしていない」と回答 した場合を1点 として、5点 満点で評価 し、5点 を「高い」、4点 を「やや低い」、3点

以下を「低い」として評価 している。

●4点 以下を低下者とした評価結果をみると、70歳代までは男性のほうが低下者割合が高 くなっているが、

80歳 以上では逆に女性のほうが高 くなっている。

●認定状況別にみると、やはり最も低下者割合が最も高いのは要介護認定者で、次いで要支援認定者、二

次予防対象者、一般高齢者の順となつている。

図表 低下者割合 (性 口年齢階級別、認定状況。年齢階級別)

(0/o)
性・年齢階級別

100

80

60

40

20

0

一
女性(n=17,726)

一
男性ln=12,767)

65-69歳  7074歳  75-79歳  80-84歳  85歳以上

(0/o)
認定状況・年齢階級別

100

80

60

40

20

0

65-69歳  70-74歳  7579歳  80-84歳  85歳以上

―■―要介護(n=2,299)~要 支援(n=2

―
予防(n=9169) ~0~一 般(n=15580)

６７　
メ
４７

②回答状況

●評価の基礎 となつている 5項 目についてそれぞれの回答結果をみてみると、一般高齢者、二次予防対象

者、要支援認定者、要介護認定者でその回答結果に顕著な差がみ られる。

●非認定者の得点カウン トする選択肢を選んだ割合 (カ ウン ト率)は915%～ 955%、 非認定者のカウン

ト率は25.40/o～ 492%で 、これ らの設間が高齢者の生活機能 レベルの指標 として有効なことがうかがえ

る。

●老研指標は本人ができるかどうかという能力に関する設間であるが、一部設問内容が重複する基本

チェック リス トは実行状況に関する設間になつている (問 6-1・ 2・ 5が重複 )。 手段的自立度に関する設間で

能力と実行状況の差をみると、食事の用意について非認定者でその差が25.0%と 比較的大きくなつてい

る。

図表 回答結果 単位 :0/o

254
407 1     118

問6-1 バスや電車で一人で外出していますか

(「 できるし、している」または「できるけどしていない」)

915
976 1     81 1

間6-2日用品の買物をしていますか

(「 できるし、している」または「できるけどしていない」)

639 1     187
間6-3自分で食事の用意をしていますか

(「 できるし、している」または「できるけどしていない」)

915
953 ‐     85.0

492~~万
3百 1 ~~Z菫了

間6-4請求書の支払いをしていますか

(「 できるし、している」または「できるけどしていない」)

間6-5預貯金の出し入れをしていますか

(「できるし、している」または「できるけどしていない」)
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設間 (回 答)

非認定者(n=24,749) 認定者(n=4,381)

‐ ■般 |二次予防
(h=15,580)|(n=9,169)

要支援|: 要介護
(h=2,082) |(n=2,299)

間6-1 バスや電車で一人で外出していますか

(できるけどしていない)

159
128     213

110

159      67
間6-2日用品の買物をしていますか

(できるけどしていない)

131

95      194

157

210   110
間6-3 自分で食事の用意をしていますか

(できるけどしていない)

250
258      237

121

169       78

間6-4請求書の支払いをしていますか
(できるけどしていない)

157
139     188

146

181      116

間6-5預貯金の出し入れをしていますか
(できるけどしていない)

166
149     195

167

207       130

図表 回答結果 (能力と実行状況の差 ) 単位 :%

(2)生活機能総合評価
○生活機能低下者割合

●この手段的自立度に、知的能動性、社会的役割を加えた老研指標13項 目での評価結果は、以下のとおり

となっている。評価は、13点 満点で評価 し、11点 以上を「高い」、9、 10点 を「やや低い」、8点 以下を

「低い」として評価 している。

●10点 以下を低下者とした結果をみると、70歳代前半までは男性のほうが低下者割合が高 くなつている

が、70歳の後半か らは逆に女性のほうがその割合が高 くなっている。

●認定状況別にみると、やはり最も低下者割合が最も高いのは要介護認定者で、次いで要支援認定者、二

次予防対象者、一般高齢者の順 となつている。

図表 生活機能低下者割合 (性・年齢階級別、認定状況・年齢階級別)

(%) 性・年齢階級別

100

80

60

40

20

0

―
女性(n・ 17,726)

―
男性(n・ 12,767)

65-69歳  70-74歳  75-79歳  8084歳 85歳以上

(%) 認定状況・年齢階級別

100

80

60

40

20

0

847

743

639
578 522

52

259

―

「

要介護(n=2,299)― 要支援(n=

169)   ~― 般(n=15580)
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(3)日 常生活動作(ADL)

①設間と評価

図表 ADLの評価方法

●今回の調査では、認定者が調査対象に含まれていることもあり、日常生活動作 (ADL)に 関する設間

項 目として含まれている。

●内容としては、食事、移動、整容、 トイレ動作、入浴、歩行、階段昇降、着替え、排便、排尿の10項 目で

(問 6-6～ 16)、 ADL評 価指標 として広 く用いられているバーセルインデックスに準 じた設間内容となって

いる。

●各設間ごとの配点は、バーセルインデックスの評価方法に従つて、各設間で自立を5～ 15点 とし10項 目の合

計が100点満点となるよう評価 している。

問番号 項 目 酉己メミ 選択肢

問 6-6 食 事
０

　
５

　

０

「1 できる」
「2-部 介助 (おかずを切つてもらうなど)があればできる」

「3.できないJ

間 6-7 ベッドヘの

移動

15

10

5

0

「1.受けない」

「2-部 介助があればできる」

「3.全面的な介助が必要」

(問 6-8の 回答が「1.できる」「2支 えが必要」の場合 )

「3全 面的な介助が必要」

(間 6-8の 回答が「3できないJの場合 )

問 6-9 整 容
５

　

０

１

２

できる」
一部介助があればできる」または「3.できない」

問 6-10 トイレ ０

　

５

　
０

１

２

３

できる」
一部介助 (他人に支えてもらう)があればできる」

できない」

問 6-11 入 浴
５

　

０

「1.できる」
「2-部 介助(他人に支えてもらう)があればできる」または「3.できない」

問6-12 歩行
５

０

０

１

２

３

できる」

一部介助 (他人に支えてもらう)があればできる」

できないJ

問 6-13 階段昇降 ０

５

０

「1 できる」
「2介助があればできる」
「3.できない」

問 6-14 着替え ０

５

０

「1 できる」
「2、 介助があればできる」
「3できない」

間6-15 排便
０

５

０

「1 ない」
「2.ときどきある」
「3.よくある」

問 6-16 排 尿
０

５

０

１

２

３

ない」
ときどきある」
よくある」
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②評価結果

●ADLの 合計得点の平均値を、性別、認定状況別にみると、80歳以上、特に女性で平均得点が低下して

いる。

●認定状況別では、要介護認定者の平均得点が60点前後、要支援認定者が80点台の前半と、認定者で機能

低下が顕著になっていることがわかる。70歳代までは―般高齢者と二次予防対象者でADLの 平均得点に

大きな差がみられない。

図表 ADL平 均得点 (性・年齢階級別、認定状況・年齢階級別 )

性・年齢階級別

70-74指モ  75-79島霊  80-34島覧  85農籠,ス _L

―●―女性(n=15.529)

―
男性 (n=11

認定状況・年齢階級別

一
一般 (n・ 13.925)

―
予防(n=7,963)

― 要支援(n=1,737)

65-69歳  7074歳  7579歳  80-84歳  85歳以上

※10間全間に回答のあつた者の平均

③ADL得点累積相対度数

●ADL合 計得点について、関連する設問すべてに回答のあつた者について、認定状況別に累積相対度数

をみてみると、要介護認定者では高得点から低得点まで得点が分散 しているため、ほぼ直線状の分布と

なつている一方、二次予防対象者、一般高齢者では95点以上が過半数を占めるため、 L字型の分布となっ

ている。要支援認定者はその中間に位置 している。

図表 累積相対度数

~要 介護(n・ 1,977)

―
要支援(n・ 1,737)

~予 防(n=7,963)

―
―-00(n=1

132 158

鍋
"ず lr,1 9ζ qtゝl肝ζ kl当

※ADLに関連する全設間に回答した者のみ
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